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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・牛バラ肉　125ｇ　　・里いも　250ｇ 

・こんにゃく　100ｇ　　・ねぎ　75ｇ 

・しめじ　100ｇ 

・だし汁　800ｇ　　・酒　小さじ１ 

・しょうゆ　大さじ１と2/3　　・砂糖　小さじ１と2/3 

・塩　小さじ1/3

いも煮  
　今月は、牛肉と里いも、きのこ類などを具とし

た山形県の郷土料理「いも煮」の紹介です。秋の

収穫祭や地域の交流の場として芋煮会が開かれ、

その際に振る舞われています。 

①里いもは皮をむいて、大きめに切る。ねぎはななめ切

　りにする。しめじは小房に分ける。 

②こんにゃくは手でちぎって、下ゆでする。 

③牛肉は４㎝幅に切る。 

④だし汁を鍋に入れ、里いも、こんにゃく、酒、しょう

　ゆを少々入れて、里いもがやわらかくなるまで煮る。 

⑤里いもがやわらかくなったら牛肉としめじを入れ、ア

　クを取って、砂糖としょうゆと塩を入れて、ひと煮す

　る。 

⑥ねぎを加えてひと煮立ちしたら完成。 

逝
く
秋
に
秋
明
菊
も
冷
え
び
え
と
身
の
痛
む
　
　

須
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恵
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と
き
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も
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高
田
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減
反
の
残
り
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大
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を
食
う
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し
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掴
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猿
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広
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侘
し
か
り
刈
田
広
が
る
畦
道
を
今
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晴
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や
か
園
児
等
の
列
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下
関
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里
芋
は
子
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掘
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横 山 　幸  

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 
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主
婦
業
も
や
る
気
に
な
る
と
忙
し
い
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
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閑
人
と
頼
ま
れ
事
で
日
々
多
忙
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学
の
趣
味
味
あ
り
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惚
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ら
れ
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度
多
忙
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追
わ
れ
日
も
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本
間
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生
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い
る
証
毎
日
多
忙
で
す
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若
き
日
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多
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わ
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日
や
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市
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皿
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日
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秋
う
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収
穫
に
胸
は
る
農
夫
秋
多
忙
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
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あ
ち
こ
ち
に
槌
の
響
き
や
冬
支
度
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
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秋
日
和
遠
来
の
友
妻
連
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
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横
山
幸
さ
ん
は
関
川
村
収
入
役
や

助
役
の
要
職
を
合
わ
せ
て
二
十
四
年

二
か
月
に
わ
た
っ
て
務
め
、
初
代
関

川
村
長
新
野
三
助
は
じ
め
五
代
の
村

長
を
補
佐
し
て
村
の
発
展
に
貢
献
。 

　
大
正
十
年
九
月
十
六
日
、
黒
川
村

夏
井
の
坂
上
幸
太
郎
の
二
男
と
し
て

出
生
。
鼓
岡
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
。 

　
昭
和
十
二
年
陸
軍
被
服
廠
に
就
職
。

後
半
は
物
品
出
納
室
勤
務
。
昭
和
十

七
年
四
月
新
発
田
十
六
連
隊
に
入
隊
。 

　
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
補
充
要
員
と
し
て

ラ
バ
ー
ル
に
駐
屯
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
レ
ー
、
ビ
ル
マ
、
ベ
ト
ナ
ム
に
主

計
下
士
官
と
し
て
転
戦
。
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
で
終
戦
を
迎
え
た
。
昭
和
二
十

一
年
五
月
復
員
し
、
黒
川
村
森
林
組

合
や
鼓
岡
郵
便
局
に
勤
務
。 

　
昭
和
二
十
三
年
四
月
関
川
村
辰
田

新
の
横
山
家
に
婿
入
し
横
山
姓
と
な

る
。
昭
和
二
十
三
年
六
月
十
二
日
関

谷
村
書
記
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
昭
和
三

十
二
年
四
月
一
日
三
十
五
歳
の
若
さ

で
関
川
村
収
入
役
に
選
任
。
収
入
役

と
し
て
九
年
九
か
月
優
れ
た
事
務
能

力
を
発
揮
し
て
職
務
に
精
励
。
特
筆

す
べ
き
こ
と
は
県
内
の
自
治
体
に
先

が
け
て
伝
票
会
計
と
指
定
金
融
機
関

制
度
を
採
用
し
て
会
計
の
迅
速
化
を

図
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
四
十
二

年
一
月
一
日
関
川
村
助
役
に
選
任
。

十
四
年
三
か
月
に
わ
た
っ
て
村
長
を

補
佐
し
村
の
発
展
に
尽
く
し
た
。
昭

和
四
十
二
年
八
月
二
十
八
日
の
大
水

害
で
村
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た

が
、
村
長
を
補
佐
し
指
導
力
を
発
揮

し
て
被
害
者
の
救
援
活
動
と
農
地
を

は
じ
め
各
種
事
業
の
災
害
復
旧
に
全

力
を
尽
く
し
た
。
ま
た
水
害
の
た
め

村
財
政
は
赤
字
を
生
じ
関
川
村
は
再

建
団
体
と
な
っ
た
が
、
寝
食
を
忘
れ

て
努
力
し
一
か
年
短
縮
し
て
四
十
四

年
再
建
団
体
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
災
害
復
興
記
念
事
業
と
し

て
の
公
民
館
の
建
設
を
は
じ
め
、
役

場
新
庁
舎
の
建
設
や
上
水
道
事
業
の

着
手
、
工
業
団
地
造
成
・
工
場
誘
致

の
ほ
か
国
道
二
九
〇
号
線
の
昇
格
、

丸
山
大
橋
架
橋
の
県
直
轄
事
業
採
択

陳
情
な
ど
、
よ
く
村
長
を
助
け
て
実

績
を
挙
げ
た
。 

　
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
助

役
退
任
後
、
財
団
法
人
渡
邉
家
保
存

会
の
事
務
局
長
に
就
任
。
昭
和
六
十

一
年
ま
で
国
重
要
文
化
財
の
保
存
に

力
を
尽
く
し
た
。
特
に
五
十
六
年
か

ら
三
か
年
間
、
味
噌
蔵
の
解
体
修
理

や
母
屋
の
屋
根
の
修
理
な
ど
約
一
億

四
千
万
円
を
投
じ
た
工
事
を
無
事
完

成
さ
せ
た
。
ま
た
大
事
業
で
あ
っ
た

村
史
編
さ
ん
に
も
参
画
し
、
編
さ
ん

委
員
長
を
務
め
た
。
平
成
四
年
二
月

「
関
川
村
史
」
が
刊
行
さ
れ
た
。 

　
役
場
を
退
職
後
は
弦
巻
松
蔭
に
師

事
し
て
書
道
に
励
ん
だ
。
禾
秋
を
号

し
日
本
最
大
の
書
展
と
い
わ
れ
る
「
毎

日
展
」
や
「
県
展
」
に
入
選
を
果
し

た
。
ま
た
辰
田
新
を
は
じ
め
村
内
三

か
所
で
書
道
塾
を
開
講
し
、
同
好
者

に
熱
心
に
指
導
し
た
。
観
世
流
謡
曲

を
趣
味
と
し
、
羽
鳥
宏
師
範
の
も
と

で
謡
曲
を
た
し
な
ん
で
い
る
。 
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に
て
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し
ゅ
う 


